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１ ２地下鉄がつくった街

名古屋の街の中に、地下鉄ができたことで
大きく変わった地域があります。東山線の星
ヶ丘や藤が丘、高畑。名城線の新瑞橋、鶴舞
線の植田、原、平針など。これらの街は市の
周辺部にあって、地下鉄が通る前はあまり目
立つもののなかった所ですが、今では賑やか
な地域の拠点になっています。
しかし、なぜそこに地下鉄が計画されたのか、

なぜそこが地域の拠点として成長したかを問
うと、よく分からないことが出てきます。今回
は、そのような街の中で最も早くスタートし、
市東部の拠点に成長した星ヶ丘について考え
つつ、街角を歩いてみたいと思います。（表１）

星に一番近い所

（１）高針街道の追分から

明治の中頃、城下の西に名古屋駅が出来て
から、名古屋の街は東に向かって伸び始めま
した。千種から覚王山、東山公園へとメイン
ストリートが伸び、徐々に東西の軸が形成さ
れていきました。星ヶ丘はこの軸線上にあり
ました。この軸線は池下、本山、東山と昔の
高針街道に沿っていたといえます。星ヶ丘は、
当時は追分と呼ばれ、高針街道から長久手方
面への道の分岐点になっていました。
追分付近は、戦後になってもまだ寂しい所

だったようで、明治初に開墾に入った井上さ
んの一族しか住んでいませんでした。戦前の
ことといえば、その中の一人が街道を通る人
相手に店を出していたこと。昭和６年に東邦
ガス（系列の東邦殖産）が少し長久手寄りの所
に田園都市建設のための土地を購入し、始め
て電気が引かれたくらいの所だったのです。
ところが、戦後その宅地予定地を愛知淑徳

学園が買収しました。またその南側に住宅公
団が大規模な団地を構想し、この追分付近は
学園や住宅の好立地地域として注目を集める
ようになりました。

（２）激動の昭和３０年代

昭和３０年に追分の東の猪高町は名古屋市と
合併し千種区になりました。追分付近も新し

歴 史 紀 行

【１２】 星ヶ丘…大きな土地の魅力

池 田 誠 一

表
１

名
古
屋
市
地
下
鉄
の
乗
車
人
員
、
客
数
の
多
い
駅
。

星
ヶ
丘
は
各
回
５
〜
６
位
を
し
め
て
い
る



３

い都市づくりの流れの中で「星ヶ丘」と名付け
られました。この名は、当時建設中だった公
団住宅が「星に一番近い所」として星ヶ丘住宅
とされたことに拠るといいます。
新たに学園や住宅地として注目を集め始め

た星ヶ丘には、昭和３４年東山公園から市電が
延長されました。そして東にある高針や上社
も開発の流れに巻き込まれていきましたが、
とりわけその開発に大きなインパクトを与え
たのが地下鉄計画でした。
昭和３０年に設置された都市交通審議会は３４

年から３５年にかけて、将来を見据えた名古屋
都市圏の鉄道網の議論に入りました。そして
従来の路線計画を大幅に見直し、新しい都市
開発の進む名古屋東部は、１号線を長久手方

面（上社）に伸ばすよう提言したので
す。（図１）同時に構想中だった東
海道幹線自動車道（東名高速道路）も
上社の東で名古屋と結ばれることに
なりました。そしてそれと呼応した
ように、３５年頃から星ヶ丘の東から
今の藤が丘にかけての区画整理構想
が動き出したのです。
星ヶ丘には、３４年に淑徳学園、３５

年に東山工業高校、３７年に椙山女学
園と菊里高校と相次いで移転し、学
園の街になっていきました。

（３）星ヶ丘の発展

昭和３６年に池下まで開通した地下鉄は、３８
年には東山公園に。４２年には星ヶ丘に延びま
した。星ヶ丘の駅にはバスターミナルが設け
られ、西山や高針方面にも駅勢圏を広げるこ
とができました。４４年に地下鉄は藤が丘まで
延びましたが、星ヶ丘はその沿線をも勢力圏
に取り込んでしまったのです。
その後、４９年に名古屋の郊外部では初めて

のデパート、オリエンタル中村（後に三越）が
開業しました。公団を初めとするデイベロッ
パーも周辺に大きな団地等を開発し、星ヶ丘
は名古屋東部最大の拠点へと発展したのです。

変遷の跡を追って

星ヶ丘の変遷の跡を追って街角を歩
いてみます。（図２）地下鉄の東山公園
駅の２番出口を出ます。前の幹線道路
（東山通）は昔の高針街道で、東に上る
坂はその先の新池の堤防への道です。
少し行くと歩道に「ことわりの松」の史
跡があります。昔、この地方の祭りの
「馬の頭」に使う飾りを盗まれたお詫び

図１ 都市交通審議会答申図。市東部の部分。１号線は「至長久手」とある

図２ 昭和２８年の地図の星ヶ丘付近。現在の道路、施設を追加。
（ 線とカッコは現在。点線はルート。文献①） ことわりの松の史跡



（ことわり）にと街道沿いに植えられた４本の
松がありました。最近になって、その最後の
１本が枯れた後に新しい４本の松が植えられ、
案内が付けられました。少し上った信号交差
点が堤防で、街道はそこで大通りから外れて
右に、今の東山公園の北門に行く道でした。
そこは池が大きく張り出していたのです。新
池は元は大きな池で、堤の高さが１０㍍近くあ
り、面積も今の数倍ありました。スポーツセ
ンターや工業高校等の土地もその一部を埋め
立てて出来たものです。
道は公園の入口を過ぎ、昼な

お暗い坂を上ります。この辺り
のイメージが戦後の星ヶ丘だっ
たのでしょうか。千種図書館を
過ぎて始めての十字路を右に曲
ります。坂を上ると道は左にカ
ーブし、右側には菊里高校の運
動場が見えてきます。その右上
は御殿山と呼ばれ、江戸時代に
お狩場がありました。急な坂を下りて下の道
を右に曲ります。道を進むと左にデパートの
駐車場が現れ、信号交差点に出ます。
ここは、星ヶ丘西の開発の十字路です。西

北に菊里高校、西南に三越デパートがあり、
東北にはボーリング場、東南には自動車学校
があって、その向こうには椙山女学園大学の
建物が並んでいます。昭和３０年代の中頃のこ
の付近の開発が、星ヶ丘のその後のイメージ
をつくったといえそうです。
交差点を北に曲ると道の両側に、最近でき

た星ヶ丘テラスのショッピング街が展開しま
す。若い女性の行き交う街を抜け、その外れ
の道を右に入ります。裏道を上り、道なりに
左にカーブすると、坂を下って幹線道路（西山
本通）に飛び出します。ここは左下の追分か
ら右に坂を上ってきた高針街道の峠になって
おり、野越峠と呼
ばれた高針と名古
屋方との境でした。
正面の高層ビル

を見つつ、左手の
信号を渡りまっす
ぐ公団の団地の中
に入ります。ここ
の公団住宅が星ヶ
丘団地と名付けら
れて「星ヶ丘」の地

名になりました。団地内の道をすぐ右に曲り
ます。昭和３０年代に建てられた建物は更新さ
れ高層化してゆったりした空間になりました。
道なりに進み、団地を出て突き当たりを左に
行くと小さな公園を過ぎます。その先で道は
急な階段を下り、幹線道路（東山通）に飛び出
します。階段からは正面に淑徳学園の建物が
北側の斜面を埋め尽くしているように見えま
す。右手の信号で幹線道路を渡ります。渡っ
た所の歩道を見ると少し北に広がっています。
これは旧道の跡で、ここから東にカーブして

道路の反対側で分岐している旧
道につながっていました。
歩道を西に行き１本目を北に

入ります。この辺りから先は、
戦前に東邦ガスが１５㌶近くを理
想的な田園都市をつくるため開
発を始めた所です。昭和２８年の
地図には分譲地の区画が一部で
きているのが分かります。突き

当たりはその土地を買収した淑徳学園です。
左に曲ると右側には学校の校舎群が続きます。
L字に曲ると再び東山通に出ます。学園はそ

東山公園北口付近の道
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の西側に大学を拡張し専用の
入口も出来ました。
西に進むと星ヶ丘の交差点、

追分といわれた三差路に出ま
す。その手前、郵便局の角を
北に少し行くと右手に祠があ
ります。追分のお地蔵様が今
はここで街の変遷を見つめて
いるようです。そこから西の
一帯が当時、井上さんだけが
住んでいて付いたという井上町です。東山通
に戻り、西に進むとバスターミナルになりま
す。地下鉄に付随した名古屋で始めての郊外
型バスターミナルで、駅の勢力圏を広げるこ
とに大きな貢献をしました。道路の反対側の
三越デパートを眺めながら、星ヶ丘駅に入り
ます。

街角を動かすもの

星ヶ丘の発展には学園と団地という大きな
施設の立地が重要な意味を持つことになりま
した。戦前、市内では区画整理が進み、土地
は小さな区画に細分されました。このため戦
後になって、数㌶を要する大きな施設を作る
には開発の進んでいない郊外部に土地を求め
る必要がありました。

星ヶ丘付近は近くまで市電がある
のに全く開発されていなかった開発
適地でした。けれども、星ヶ丘付近
にはもう一つ特徴がありました。土
地の所有者が少ない、逆に言えば大
きな地主があったことです。追分付
近は井上さん一族でしたが、その東
には東邦ガスが大きな土地を持って
いました。また南側は、東山公園に
かけての旧御料林が明治の頃に一人

の人に払い下げられており、星ヶ丘付近は戦
後も続いていたのです。淑徳も椙山も菊里も、
大きな学校用地は元々これらの持ち主の土地
でした。街の開発競争では、大量輸送機関の
整備と並んで、大きな集客施設の立地が決定
的な意味を持ちます。一旦分割した大きな土
地を元に戻すことは、不可能に近く、それだ
けに星ヶ丘の大きな土地の存在は貴重だった
ように思えます。
星ヶ丘の街角は、昭和の初めに東邦ガスが

始めた宅地造成が、戦後大きな誘発効果をも
たらした…といえるのかもしれません。
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街はどうして出来てきたのか。そんな素朴な疑問からこの名古屋の街角を眺めてみようと始め
た企画でしたが、とても難しい連載になりました。それは、その街の資料が意外に少なかったた
めですが、それだけに私にとってはいい勉強になりました。分析が不足して中途半端だったり、
思い込みすぎているところがあったかもしれませんが、お許しください。
それでもこの連載で、街づくりということの中にある意外性をいくつも発見することができま

した。街づくりとは関係ないようなことが、その後の街に大きな波紋を起こすことを。そんな中
に「街の物語」を感じていただけたら幸いです。 池田 誠一

（次回からは、「名古屋の鎌倉街道」を連載します。）
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